
第
５
章

第５ 章

多摩・ 島し ょ 地域における自治体
SD Gs 推進のあり 方



第
５
章

106

第５ 章　 多摩・ 島し ょ 地域における自治体 SD Gs 推進のあり 方

 １ ． 自治体における SD Gs 推進のあり 方 

（ １ ） 自治体が SD Gs に取り 組む意義・ メ リ ッ ト

■自治体が SDGs に取り 組む意義・ メ リ ッ ト を 再確認する

　 SDGs は、 国連サミ ッ ト において採択さ れた国際的な目標ではある も のの、 上から 降っ てき たも のだ

から 取り 組む、と いう のではなく 、そも そも 自治体が SDGs に取り 組むこ と に、どのよう な意義やメ リ ッ

ト があるのか、 を 正し く 、 はっ き り と 認識し た上で、 自地域に適し た形で効果的に取り 組んでいく こ と

が重要である 。

　 こ れまでに見てき たよ う に、 自治体が SDGs に取り 組む意義・ メ リ ッ ト を 改めて整理する と 、 次の 5

点にまと める こ と ができ る 。

【 自治体が SDGs に取り 組む 5 つの意義・ メ リ ッ ト 】

①政策のアッ プデート

　 ・ 既存の政策について、 SDGs を 通じ てこ れまでになかっ た視点を 追加し 、 解決し ていなかっ た課

題、 取り 組めていなかっ た課題に着手するき っ かけと する こ と ができ る（ 例： ジェ ン ダーの視点

の追加等）。

　 ・ SDGs の達成から 逆算し て必要な解決策と 工夫を 見出すこ と で、 持続可能な取組につなげる こ と

ができ る 。

②イ ン タ ーリ ンケージ

　 ・ SDGs では、 一つの課題や目標が独立し ている わけではなく 、 それぞれがつながっ ている と いう

捉え方を する 。

　 ・ 貧困を なく そう と し て経済が立ち行かなく なっ たり 、 経済に注力し た結果、 環境問題が悪化し た

り と いっ た事態を 招かず、 それぞれの課題がつながり 、 経済・ 社会・ 環境の 3 側面の相互連関を

踏まえた取組につなげる こ と ができ る 。

③外部と の連携

　 ・ 地域の事業者や団体など、 自治体の外部の様々な団体や住民においても 、 SDGs への意識や危機

感が高まり つつある 。

　 ・ SDGs を 共通言語と し て、 ゴールを 共有する こ と で、 地域の多様なステーク ホルダーと の連携関

係の構築や協働を スムーズに進める こ と につなげら れる。

④国際的なフ レ ームワーク での取組の推進

　 ・ SDGs を 共通言語と する こ と で、 地域内だけでなく 、 他都市と の交流も 進めやすく なる 。

　 ・ 海外に関し ても 、 姉妹都市のよ う な国際交流ではなく 、 自治体と 国連の機関が連携趣意書（ SOI）

を 締結するなど、 自治体と 国際機関が直接結びつく こ と につながる 。

⑤グロ ーバルな視点での見直し ・ 質の向上

　 ・ 国際的なフ レ ームワーク で政策や取組を 見つめ直すこ と で、 グローバルな視点から 政策の質を 高

める こ と ができ る（ 例： 消費政策へのエシカ ルの概念の導入等）。

　 ・ 視点を グローバルに置く こ と で、 ロ ーカ ルの個々の取組の積み重ねを 、 グローバルな SDGs の推

進につなげていく こ と ができ る 。
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■ SDGs ゴールを どのよ う に捉えればよいか

　 SDGs の特長の一つは、 現状から の積み上げではなく 、 将来あり たい姿から 高い目標を 設定し 、 その目

標から 逆算し て必要な取組を考え実施し ていく 「 バッ ク キャ スティ ング」 にある。 こ う し た高い目標をあ

えて設定するこ と により 、 前例にと ら われない、 イ ノ ベーティ ブな取組につなげていく こ と ができる。

　 SDGs の 17 のゴールを 踏まえつつ、 それら を 「 100％」「 完全に」 目指す必要はなく 、 自地域の地域

性に照ら し ながら 、 自地域にと っ て必要な目標を 整理・ 点検・ 共有し 、 工夫し ていく こ と が求めら れる 。

　 そのためには、 169 のタ ーゲッ ト レ ベルで目標や施策を 検討・ 工夫し 、 論理性を 持たせながら 、 必要

な指標を ロ ーカ ラ イ ズし て設定し 、 地域に合わせて総合計画等に反映さ せていく こ と が重要である 。

（ ２ ） 日本における取組の推進状況と 多摩・ 島し ょ 地域における課題

　 日本における 自治体の SDGs の取組は、「 ま ち ・ ひと ・ し ごと 創生基本方針 2017」 に位置付けら れ、

地方創生の取組と 結び付けら れて推進さ れてき た経緯がある。 内閣府における「 SDGs 未来都市」 の選

定と それを モデルと し た展開が進めら れているこ と により 、 現在までに 3 次にわたっ て 93 都市 94 自治

体にのぼる SDGs 未来都市が選定さ れ、 先進的な事例が広がっ てき ている 。

　 その一方で、 人口減少や少子高齢化の進行が比較的緩やかで、 全国に比べると 、 持続可能性への危機

感や問題意識を 抱き づら い多摩・ 島し ょ 地域において、 SDGs の意識や取組がやや立ち 遅れる 傾向が見

ら れている 。

（ ３ ） 自治体における SD Gs 推進のあり 方

　 SDGs 未来都市を はじ めと する 先進事例を 調査し ていく と 、効果的な取組を 進めている 先進事例には、

いく つかのパタ ーン ら し き も のがある こ と が見えてき た。

【 先進事例調査から 見えてき た効果的な自治体 SDGs のパタ ーン例】

①大学・ JC など核と なる ステーク ホルダーと の連携（ 金沢市等）

②内閣府の枠組みの活用・ 企業と の共創関係（ 日野市等）

③庁内の仕組みの構築、 計画行政への位置づけ（ 鎌倉市等）

④市民と の共創の推進（ 金沢市・ 日野市・ 鎌倉市等）　 / 等

　 こ れら のパタ ーン を 踏まえて、 自治体が SDGs に取り 組むにあたっ ての、 効果的な推進方法を モデル

化し 、 そのポイ ント を わかり やすく 整理する こ と で、 自治体における SDGs の取組指針を 示し 、 その取

組を サポート する こ と につなげていき たい。 と り わけ、 SDGs 未来都市を 中心と し た先進的な取組と 、

多摩・ 島し ょ 地域における 取組の現状を アン ケート 等によ り 比較・ 分析し て、 取組のボト ルネッ ク を 特

定する と と も に、 その解決のための実効的なポイ ン ト を 明ら かにする 。

　 こ のよう なこ と を 目的と し て、次節において「 自治体 SDGs 推進モデル（ ルーブリ ッ ク ／取組フ ロ ー）」

を 提案する 。
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（ ４ ） 多摩・ 島し ょ 地域の取組の推進に向けて

　 特にこ れから SDGs に本格的に取り 組も う と いう 自治体においては、 先進的な取組を 参考と し て、 い

わゆる 「 後発のメ リ ッ ト 」 を 生かし 、 あら かじ めボト ルネッ ク を 予想し て、 先回り し て効果的な対策を

打つなど、 効果的・ 効率的に SDGs の取組を 進めていく こ と が重要と なる 。

　 多摩・ 島し ょ 地域は、 主に地方創生に結び付けて先行し ている SDGs 未来都市と は地域性や状況が大

き く 異なる こ と から 、それら の事例と 個別に比較し 参考にし よ う と する のは難し い側面がある 。 そこ で、

効果的な自治体 SDGs の推進方法を 一般化し た上で、 それぞれの自治体が自ら の地域の取組状況を 可視

化し 、 今後の方向性やポイ ン ト を わかり やすく 参照でき る よ う なガイ ド ブッ ク の形で成果を 取り まと め

る こ と と し 、 第３ 節において「 自治体 SDGs 推進モデルを 活用し た取組の進め方（ ガイ ド ブッ ク ）」 と

し て提案する 。

　 なお、 多摩・ 島し ょ 地域内においても 、 多摩地域の都市部・ 郊外部と 山間部、 島し ょ 地域と では大き

く 地域性が異なり 、それぞれの団体の事情も 異なる 。 特に山間部や島し ょ 地域の小規模自治体は、人的・

財政的なリ ソ ースも 限ら れていて、 本格的に SDGs の取組を 進める ハード ルが高いこ と も 想定さ れる 。

　 そこ で、 まずは第一歩を 踏み出し 、 小さ く と も アク ショ ン を 起こ すこ と で、 取り 組みながら 改善を 重

ねて広げていく 進め方も 考えら れる 。 そう いっ た簡易な導入手法の一つと し て、 ある程度共通の地域性

を 持つ自治体で共通の枠組みを つく り 、 参照でき る よ う にする も のの試案と し て、「 島し ょ SDGs」 を

提案する。
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 ２ ． 自治体における SD Gs 推進モデル（ ルーブリ ッ ク ／取組フ ロー） の提案 

　 政府が行っ た既存の調査や、 有識者イ ン タ ビ ュ ー調査、 SDGs 未来都市及び多摩・ 島し ょ 地域の自治

体向けのアン ケート 結果を も と に、 日本の自治体における SDGs の進め方の基本的なモデルと し て、 自

治体 SDGs 推進モデルを 設定し た。

（ １ ） ルーブリ ッ ク

　 自治体 SDGs 推進モデルは、 タ テに 5 つの「 取組分野」 を 設定し 、 ヨ コ にそれぞれの取組分野ごと に

5 段階の「 取組ステッ プ」 を 設定し た 5 × 5 のマト リ ク スによ り 表現し ている 。 それぞれのステッ プに、

その取組内容を 具体的に記述する こ と で、 その記述内容を 達成し ているか否かを 判断し 、 取組分野ごと

の到達度を 点数化でき るルーブリ ッ ク 16 と いう 手法を 用いた。

＜自治体 SDGs 推進モデル（ ルーブリ ッ ク ） ＞

取組ステッ プ

ステッ プ① ステッ プ② ステッ プ③ ステッ プ④ ステッ プ⑤

取
組
分
野

1 理解・ 啓発　

①担当・ 庁内へ

の理解の広がり

② 地 域 の 事 業

者・ 団体への理

解の広がり

③全庁的な理解

の広がり

④住民への理解

の広がり

⑤全庁的に自分

事と し て仕事に

活用

2 取組体制　

①所管業務の一

部と し て推進

②横断組織等を

設置

③ 地 域 の 事 業

者・ 団体によ る

推進

④専門部署を 設

置

⑤地域のステー

ク ホルダーと の

推進体制を 整備

3 目標・ 指標　

①宣言・ ビ ジョ

ンを 設定

② 17 ゴールとの

対応関係の整理

③169 タ ーゲッ

ト ・ 232 指標と

の対応関係の整

理

④内閣府のロ ー

カ ル指標リ スト

を 活用

⑤独自のロ ーカ

ル指標を 設定

※レ ベル差有

4

計画・

アク ショ ン

プログラ ム　

①総合戦略・ 総

合計画等に掲げ

る

②総合計画の中

で 17 ゴ ー ルと

の関係を 整理

③ 独 自 の ア ク

ショ ン プ ロ グラ

ムを 策定・ 予定

④モデル事業を

推進

⑤ SDGs の 観

点で抜け漏れの

チェ ッ ク など の

分析を 実施

5
評価・ フ ォ ロー

アッ プ　

① 評 価・ フ ォ

ロ ーアッ プ の仕

組み・ 体制を 検

討

②指標を 用いた

達成状況の内部

評価を 実施

③外部の意見の

反映、 外部評価

を 実施

④フ ォ ロ ーアッ

プ の仕組み・ 体

制を 構築

⑤フ ォ ロ ーアッ

プを 実施

16
ルーブリ ッ ク ： 到達度を 示す評価基準を、 観点（ タ テ） と 尺度（ ヨ コ ） から なる表と し て示し たも の。 教育分野に

おいて、 学習到達状況を 評価するための評価基準と し て使われるこ と が多い。 定性的な課題項目の到達度を、 客観

的に可視化する手法と し て活用さ れている。
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（ ２ ） 取組フ ロー

　 こ のルーブリ ッ ク を 、 取組フ ロ ーと し て再編集し 図示し たも のが次ページの図である 。

①　 見方

　 ・ 取組分野ごと に、 いち ばん左側を 出発点と し て（ 図中は S（ スタ ート ） マーク を 表示）、 左から 右

に進めていく 。

　 ・「 1 理解・ 啓発」 及び「 2 取組体制」 については、 取組内容が「 対庁内」 と 「 対地域」 の 2 つに分け

ら れる ため、 取組フ ロ ーも 2 つに分岐し ている 。

　 ・ 基本的には、 取組分野ごと に、 フ ローに沿っ て取組がステッ プアッ プし ていく が、 必ずし も 段階的

に順番にステッ プが進むと は限ら ず、 あるステッ プを スキッ プし たり 、 別の順番でステッ プアッ プ

し たり する こ と も あり 得る。

②　 ボト ルネッ ク 　 　 ※ボト ルネッ ク の分析の詳細は資料編を 参照のこ と 。

　 ・ SDGs 未来都市アン ケート と 多摩・ 島し ょ 地域の自治体アン ケート の結果から 、 各ステッ プにおけ

る 達成割合を 算出し た。

　 ・ ステッ プによっ て達成割合に差があり 、 比較的多く の自治体が達成し ている 難易度の低いステッ プ

と 、 難易度の高いステッ プがある 。

　 ・ ステッ プ間の達成割合に大き な差が生じ ている 場合、 そこ に自治体が取組を 進める にあたっ て大き

な障壁と なる「 ボト ルネッ ク 」 が存在すると 捉えるこ と ができ る。

※ボト ルネッ ク の設定

・ ステッ プ①の達成率が概ね５ 割を 下回る 場合、 当初段階にボト ルネッ ク が存在する と し た。

・ ステッ プ②以降は、 ステッ プ間の達成割合の減少ポイ ン ト が概ね 20 ポイ ン ト 以上と なる 場合、

そのステッ プ間にボト ルネッ ク が存在すると し た。

　 ・ 次ページの取組フ ローにおいて、 多摩・ 島し ょ 地域における ボト ルネッ ク は初期に訪れる障壁であ

り 、 取組が進むと 訪れる SDGs 未来都市における ボト ルネッ ク と は異なる ため、 色分けを し てそれ

ぞれ図示し ている 。
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＜自治体 SDGs 推進モデル（ 取組フ ロー） ＞

ステップ
①

ステップ
②

ステップ
③

ステップ
④

ステップ
⑤

１理解・
啓発

庁
内

地
域

２取組
体制

庁
内

地
域

３目標・
指標

４計画・
アクション
プログラム

５評価・
フォロー
アップ

取
組
分
野

①担当・庁内
への理解の広

がり

⑤全庁的に自
分事として仕
事に活用

②地域の事業
者・団体への
理解の広がり

④住⺠への理
解の広がり

③全庁的な理
解の広がり

①所管業務の
一部として推

進
②横断組織等

を設置

③地域の事業
者・団体によ

る推進

⑤地域のス
テークホル
ダーとの推進
体制を整備

④専門部署を
設置

①宣言・ビ
ジョンを設定

②17ゴールと
の対応関係の

整理 ③169ターゲッ
ト・232指標と
の対応関係の

整理 ④内閣府の
ローカル指標
リストを活用

⑤独自のロー
カル指標の設

定

①総合戦略・
総合計画に掲

げる

③独自のアク
ションプログ
ラムを策定・

予定

②総合計画の
中で17ゴール
との関係を整

理

④モデル事業
を推進

⑤SDGsの観点
で抜け漏れ
チェックなど
の分析を実施

①評価・フォ
ローアップの
仕組み・体制

を検討

②指標を用い
た達成状況の
内部評価を実

施

③外部の意見
の反映、外部
評価を実施

④フォロー
アップの仕組
み・体制を構

築

⑤フォロー
アップを実施

多摩・島しょ地域におけるボトルネック
（初期に訪れるボトルネック）

SDGs未来都市におけるボトルネック
（次に訪れるボトルネック）

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ボトルネック ボトルネック ボトルネック

ボトルネック ボトルネック

ボトルネック

ボトルネック

ボトルネック

ボトルネック

ボトルネック

ボトルネック ボトルネック

ボトルネック ボトルネック

ボトルネック

ボトルネックＳ

取組ステッ プ
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 ３ ． 自治体 SD Gs 推進モデルを活用し た取組の進め方（ ガイ ド ブッ ク ） 

（ １ ） 取組を効果的に進めるポイ ント

　 自治体 SDGs 推進モデルの取組フ ロ ーに基づき 、 取組分野ごと に取組を 効果的に進める ポイ ント を 整

理・ 解説する 。

　 各ステッ プの参考と なる 手法は、 第 4 章及び資料編から 引用し ている 。 なお、 引用元を かっ こ 書き で

示し ており 、 それぞれ以下の引用元を 表し ている 。

　 　 ・（ 自治体名・ 取組主体名）： 事例調査（ 第 4 章）

　 　 ・（ アンケート ）： SDGs 未来都市へのアン ケート 結果（ 第 4 章）

　 　 ・（ 有識者）： 有識者イ ン タ ビ ュ ー（ 資料編）

　 　 ・（ 講演会）： 職員向け講演会（ 資料編）

 １  理解・ 啓発 

 庁内 

ステッ プ①： 担当・ 庁内への理解の広がり

　 SDGs の担当が SDGs の概要について理解する と と も に、 担当の所属部署内及び庁内の各部署に理解

を 広げる必要がある 。

■ボト ルネッ ク

　 多摩・ 島し ょ 地域では達成割合は半分に満たない状況であり 、 当初段階にボト ルネッ ク がある 。

■効果的な取組に向けたポイ ント

　 まずは SDGs の担当が、 SDGs の意義・ メ リ ッ ト について理解し 、 全庁的に浸透さ せていく ための基

礎的な知識基盤を 整えるこ と が必要と なる 。

ステップ
①

ステップ
②

ステップ
③

ステップ
④

ステップ
⑤

１理解・
啓発

庁
内

地
域

①担当・庁内
への理解の広

がり

⑤全庁的に自
分事として仕
事に活用

②地域の事業
者・団体への
理解の広がり

④住⺠への理
解の広がり

③全庁的な理
解の広がりＳ

Ｓ

ボトルネック ボトルネック ボトルネック

ボトルネック ボトルネック

多摩・島しょ地域におけるボトルネック
（初期に訪れるボトルネック）

SDGs未来都市におけるボトルネック
（次に訪れるボトルネック）
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参考と なる手法

＜ SDGs の担当が理解すべき 自治体が SDGs に取り 組む意義・ メ リ ッ ト の確認・ 共有＞

　 ・ 政策のアッ プデート（ 新たな視点を追加し 、解決し ていなかっ た課題に取り 組むき っ かけになる）

　 ・ イ ン タ ーリ ン ケージ（ それぞれの課題や目標がつながり 、 相互連関を 踏まえた取組にでき る）

　 ・ 外部と の連携（ 地域の多様なステーク ホルダーと スムーズに連携・ 協働を 進めら れる ）

　 ・ 国際的なフ レ ームワーク での取組の推進（ 自治体と 国際機関が直接結びついたり する ）

　 ・ グロ ーバルな視点での見直し ・ 質の向上（ グロ ーバルな視点から 政策の質を 高めら れる ）

ステッ プ③： 全庁的な理解の広がり 　

■ボト ルネッ ク

　 SDGs 未来都市においても 、 全庁的な理解の広がり の達成割合は低く 、 大き なボト ルネッ ク が存在す

る。

■効果的な取組に向けたポイ ント

　 SDGs に「 取り 組まなければいけない」 と いう よ り 、 取り 組むこ と でどのよ う にこ れまでの業務が進

めやすく なる かを 伝える こ と がポイ ン ト と なる。 そのために、 SDGs を 振り かざさ ず、 押し 付けないこ

と が重要である 。 また、 理解を 深める ために外部アド バイ ザーに協力を 求めるこ と も 有効である 。

参考と なる手法

＜ SDGs を 振り かざさ ない・ 押し 付けない伝え方の工夫＞

　 ・ SDGs を 押し 付けないこ と を モッ ト ーに、 さ まざまなステーク ホルダーにと っ ての共通目標で

ある SDGs を 意識すれば市役所だけでは出来ないこ と に取り 組めたり 、 単独の課では出来な

いこ と に取り 組めたり する こ と で、 仕事が「 楽に」「 楽し く 」 なる と 伝えている。（ 金沢市）

＜若手を 巻き 込む手法＞

　 ・ 若手職員を 対象と し たワーク ショ ッ プの実施。（ アン ケート ）

　 ・ 20代後半から 40代前半までの若手・ 中堅職員や民間有志によ るワーキンググループを 設置。（ 金

沢市）

＜理解を 深める ための手法＞

　 ・ 職員向けの研修と し て、 外部の SDGs 推進アド バイ ザーに、 講師と し て各部総務担当職員向

けに推進の必要性等について説明し ても ら っ た。（ 鎌倉市）

　 ・ カ ード ゲームを 活用し た職員研修。（ アンケート ）

　 ・ 階層別研修における SDGs 研修の位置づけ。（ アン ケート ）

　 ・ 外部の有識者を 招いた庁内勉強会を 開催。（ アン ケート ）

　 ・ SDGs 担当者によ る庁内出前講座の実施。（ アン ケート ）
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＜宣言を 出す＞

　 ・ 2020 年２ 月に財政非常事態宣言を 出し たこ と も あり 、 今後は市民や地域団体、 企業と 課題を

共有し 、 連携し な がら 新た な 取組を 生み出す「 共創」 に向けて 移行すべき と 考え て いる。

SDGs はその意識付けを する ための良いテーマになる 。（ 日野市）

＜国の事業への位置づけ＞

　 ・ SDGs 未来都市の選定により 周知・ 啓発がし やすい環境になっ た。（ アン ケート ）

＜計画への位置づけ＞

　 ・ 個別計画に SDGs の考え方を 取り 入れる よ う に企画部門から 働き かけ。（ アン ケート ）

ステッ プ⑤： 全庁的に自分事と し て仕事に活用

■ボト ルネッ ク

　 SDGs 未来都市・ 多摩・ 島し ょ 地域と も 達成割合はと ても 低く 、 き わめて難易度の高いステッ プと い

える 。

■効果的な取組に向けたポイ ント 　

　 上手く いっ ている 事例はまだ少ないが、 全職員に関わるよ う な行動指針や、 総合計画などに SDGs の

観点を 取り 入れるなど、 職員が自分の仕事と SDGs の関連に気づき やすく なる よ う にする と 良い。

参考と なる手法

＜庁内の行動指針等への反映＞

　 ・ 職員の行動指針に SDGs の観点を 取り 入れる。（ アン ケート ）

　 ・ すべての部署で SDGs 推進目標を 掲げ、 執務室内に掲示。（ アンケート ）

　 ・ 年度当初に定める 各部課の施策方針の中に重点目標を 設定し 、 評価する 。（ アンケート ）

＜総合計画におけるタ ーゲッ ト レ ベルでの落と し 込み＞

　 ・ 総合計画においてタ ーゲッ ト レ ベルで取組と SDGs の結びつき を 示すにあたり 、 行政内部で

徹底的に議論し たため、 全庁的に SDGs への意識が高ま り 、 強化すべき 分野や今ま で 取り 組

めていなかっ た分野が見えてき た。 特に縦割り で、 部門間の調整不足によ り どこ も 取り 組ん

でいなかっ た分野の存在に、 SDGs によ っ て気づく こ と ができ た。（ 講演会）

＜条例の制定によ る全庁的な危機感の共有・ アク ショ ン への移行＞

　 ・ 2020 年 5 月に京都府亀岡市は全国の市町村の中で唯一、 市内の全事業者に対し プ ラ スチッ ク

製のレ ジ袋の使用を 禁じ る 条例を 制定し た。 SDGs の達成には今の常識を 変える 必要がある。

（ 講演会）
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 地域 

ステッ プ②： 地域の事業者・ 団体への理解の広がり

■ボト ルネッ ク

　 SDGs 未来都市においても 、庁内に比べて地域の理解の広がり については低い水準にと どまっ ており 、

当初段階にボト ルネッ ク がある。

■効果的な取組に向けたポイ ント

　 企業が SDGs に取り 組む理由やメ リ ッ ト を 、 行政も 知っ ておく と 良い。 企業を 含め、 地域のステーク

ホルダーが何を 必要と し ているのか知るために、ステーク ホルダーと の接点を 広げる こ と が重要と なる 。

参考と なる手法

＜地域のステーク ホルダーが何を 必要と し ているのか＞

　 ・ 企業側は社会課題を 認識し ていても 、 どのよ う にアプ ロ ーチすればよ いか分から ないと いう

状況で ある。 一方、 自治体は地域と いう フ ィ ールド を 持っ て おり 、 こ う し た現場の情報は、

基礎自治体し か持ち 得ない情報と し て、 企業側から 見て大いに価値がある 。（ 日野市）

＜ステーク ホルダーと の接点を 広げる 手段＞

　 ・ 学生団体によ る SDGs の普及・ 情報発信に関する 取組。（ アン ケート ）

　 ・ 職員と 地元企業等による 意見交換会。（ アン ケート ）

　 ・ 若手経営者による ワーク ショ ッ プの開催。（ アン ケート ）

　 ・ 各ステーク ホルダーと の学び合いと 連携促進のためのイ ベント の開催。（ アン ケート ）

　 ・ 企業や団体に対する 出前講座の実施。（ アン ケート ）

ステッ プ④： 住民への理解の広がり

■ボト ルネッ ク

　 SDGs 未来都市において、 前のステ ッ プ のさ ら に半分以下ま で達成割合が下がっ ており 、「 事業者・

団体」 の理解から 、「 住民」 の理解へと 広げる と こ ろ に、 ボト ルネッ ク が存在すると いえる。

■効果的な取組に向けたポイ ント 　

　 SDGs に対する 理解を 広げる ためには、 住民に対し ても 、 庁内と 同様に SDGs を 振り かざさ ないこ と

が重要である。 住民アン ケート の結果から も 、 SDGs と いう 言葉や何を やっ たら いいかわから ない、 と

いう わかり にく さ を 解消で き れば、 住民の参画は得やすく な る と 考え ら れる。 住民が自分事と し て

SDGs の考え方を 取り 入れら れる よう な仕掛けや工夫がポイ ン ト と なる 。

　 参考と なる 手法

＜ SDGs を 振り かざさ ないよう に伝える 工夫＞

　 ・ き っ かけを 自分ごと と する こ と は特に重要な点だ。SDGs について教える よ り も 、目の前の困っ

た人や高齢者、 親類の障害者、 貧困に悩む同級生など身近に社会課題が存在する こ と に気づ

いても ら う こ と の方が SDGs を 考える 上で有効な ので、 なる べく SDGs と は称さ ず、 社会課

題解決と 称し ている 。（ 有識者）
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　 ・「 SDGs」 を 認知し て いない住民も 多いが、 住み続けら れる 島にし たいと いう 想いは SDGs の

理念と 共通し ている ので 、 島の生活・ 経済・ 環境など持続可能性について意識を 共有する と

いう こ と が、 SDGs に取り 組むき っ かけになる 。（ 長崎大学）

＜ SDGs と いう 言葉を 言い換える 工夫＞

　 ・「 将来世代に引き 継ぐ 」 と いう コ ン セプト など、SDGs は子育て世代や若い世代には響き やすい。

横文字が苦手な高齢者には、「 IM A GINE」 と いう キーワード を SDGs の取組に設定し たこ と で、

ジョ ン・ レ ノ ンの曲名が想起さ れ、 高齢者の理解や参加に効果があっ た。（ 金沢市）

　 ・ 市民一人ひと り の主体性を 高める と いう 観点では、「 子ども たち や次の世代のために」 と 言い

換えるこ と が心に響く のではないか。「 地球を 変えら れる 最後の世代かも し れない」と いう メ ッ

セージは、 高齢者にと っ ても 重要である （ 有識者）

＜さ まざまな媒体での情報発信＞

　 ・ 広報紙で SDGs 特集を 定期掲載。（ アンケート ）

　 ・ 公式ホームページ、 フ ェ イ スブッ ク での解説。（ アン ケート ）

　 ・ リ アルと オン ラ イ ン を 組み合わせた情報発信。（ アン ケート ）

　 ・ 市民向け SDGs シン ポジウムを 複数開催。（ アンケート ）

　 ・ SDGs セミ ナーを 各地で実施。（ アン ケート ）

　 ・ 小中学校及び高校の児童・ 生徒向けの SDGs 学習を 実施。（ アンケート ）

＜意見交換会、 ワーク ショ ッ プ等の開催＞

　 ・ SDGs を 気軽に学べる リ アルコ ミ ュ ニケーショ ン の場である「 SDGs カ フ ェ 」、ステーク ホルダー

から なる 研究会「 SDGs ミ ーティ ング」 の開催。（ 金沢市）

　 ・「 SDGs ×スポーツ 」 などの横断的なテーマを 設定する こ と で SDGs を 知ら ない層も 巻き 込み、

活動の輪が広まっ ている 。（ 金沢市）　
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 ２ 　 取組体制 

 庁内 

ステッ プ①： 所管業務の一部と し て推進　

　 SDGs 未来都市・ 多摩・ 島し ょ 地域の多く で兼務の SDGs 担当が設置さ れている 。

ステッ プ②： 横断組織等を 設置

■ボト ルネッ ク

　 SDGs 未来都市の多く が担当のほかに横断的組織等を 設置し て取組を 推進し ている 一方、多摩・ 島し ょ

地域で実施し ている 自治体はなく 、 大き なボト ルネッ ク が存在し ている。

■効果的な取組に向けたポイ ント

　 先進事例では、 本格的な取組に移行する 段階で、 横断組織と し て幹部によ る推進本部を 設置する と と

も に、 若手や中堅職員によ る ワーキン ググループを 設置する ケースが多い。 その他、 横断組織ではない

が、 部局横断的な調整を 担う ポスト の設置や、 官民連携の連携窓口を SDGs 担当が担い、 官民のマッ チ

ングを 統一的に行う 中で庁内連携の核と する 手法も 考えら れる。

参考と なる手法

＜幹部による 本部の設置＞

　 ・ 市長と 副市長、 全局長から なる「 金沢市 SDGs 推進本部」 の設置。（ 金沢市）

　 ・ 部局横断的な SDGs 推進本部の設置と K PI の設定。（ アン ケート ）

　 ・ 市の幹部会議の議題への設定。（ アン ケート ）

＜部局横断的な調整を 行う ポスト の設置＞

　 ・ 部局横断的な調整・ 立案を 行う 「 SDGs 推進監」 の設置。（ アン ケート ）

＜ワーキンググループの設置＞

　 ・ 推進本部と は別に 20 代後半から 40 代前半ま での若手・ 中堅職員や民間有志によ る ワーキン

２取組
体制

庁
内

地
域

①所管業務の
一部として推

進
②横断組織等

を設置

③地域の事業
者・団体によ

る推進

⑤地域のス
テークホル
ダーとの推進
体制を整備

④専門部署を
設置Ｓ

Ｓ

ボトルネック

ボトルネック ボトルネック

ステップ
①

ステップ
②

ステップ
③

ステップ
④

ステップ
⑤

多摩・島しょ地域におけるボトルネック
（初期に訪れるボトルネック）

SDGs未来都市におけるボトルネック
（次に訪れるボトルネック）
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ググループを 設置し ている 。（ 金沢市）

　 ・ SDGs 推進本部に紐づく 作業部会の設置。（ アン ケート ）

　 ・ 部局の職員で構成する SDGs 推進チームの設置。（ アンケート ）

＜民間と の窓口を 通じ た庁内連携促進＞

　 ・ 官民連携において、 協定を 結ぶ際に各部門から 何を 連携し たいか要望を 出し ても ら う よ う に

し たこ と で、 各部門が連携に対し て能動的になり 、 他自治体よ り も 官民連携の取組が行いや

すく なっ た。（ 日野市）

ステッ プ④： 専門部署を 設定　

　 SDGs 未来都市においては専門部署を 設定し ている ケースが多く 、 専門部署と 横断組織を 両方と も 設

置し て推進し ている ケースも 少なく ない。 多摩・ 島し ょ 地域は横断組織等と 同様に専門部署を 設置し て

いる 自治体はなく 、 今後本格的な取組に移行する 際には、 専門部署と 横断組織の両方を 設置する こ と も

考えら れる 。

 地域 

ステッ プ③： 地域の事業者・ 団体によ る 推進

■ボト ルネッ ク

　 SDGs 未来都市においても 、 地域の事業者や団体によ る SDGs の推進は十分な広がり を 見せておら ず、

当初段階にボト ルネッ ク があると いえる。

■効果的な取組に向けたポイ ント

　 大企業においてはソ ーシャ ルビ ジネスに対する 関心の高まり があり 、 中小企業においても 事業者の生

き 残り・ 収益拡大の要素と し て SDGs が捉えら れ始めているこ と を 自治体も 認識する 必要がある 。 また、

JC は、 日本 JC と し て SDGs の取組の推進を 宣言し ており 、 全国の JC においても 事業の柱と なっ てい

るこ と から 地域の JC と 連携し て SDGs の取組を 地域に広げる こ と も 考えら れる。

参考と なる手法

＜大企業における ソ ーシャ ルビ ジネスに対する 関心の高まり ＞

　 ・ ヤマト 運輸が自治体と 連携し 、 配達時に利用者の体調に異変があれば役場または消防署に連

絡する 「 まごこ ろ 宅急便」 と いう サービ スを 始めたこ と や、 社会課題を ビ ジネスで解決し よ

う と する 起業家が増えている こ と は、 自治体と も 関連する 分野だ。（ 講演会）

　 ・ 大手企業では社会課題、 フ ィ ールド に対する 関心が高まっ ている 。 一方、 自治体は地域と い

う フ ィ ールド を 持っ ており 、 対話の場や現場と の接点づく り を 担う こ と ができ る 。（ 日野市）

＜ ESG 投資等の拡大＞

　 ・ ESG に対する 企業へのプレ ッ シャ ーは厳し く なり つつある 。（ 有識者）

　 ・ 今後は SDGs に取り 組んでいな ければ、 社会から 認めら れなく なり 、 取引先から SDGs への

対応を 求めら れる 可能性がある 。 SDGs の考え方が事業者等のビ ジネスモデルに不可欠になっ
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ていく と いう こ と を 伝えていく 必要がある 。（ 多摩信用金庫）

　 ・ 中小企業には、 SDGs に取り 組んでいるこ と によっ て 、 融資の審査のと き に財務状況だけでな

く 、非財務情報と し てプラ ス評価の要素と なり 、融資につながる 可能性があると 説明し ている。

（ 日本 JC）

＜ JC によ る SDGs 推進＞

　 ・ SDGs は、 明る い未来を 作っ ていく こ と 、 国際ネッ ト ワーク と つながる こ と など 、 JC が持つ

理念と 合致し ており 、日本 JC と 全国各地の JC が 2030 年まで SDGs を 推進する こ と に同意し 、

推進宣言を 行っ た。 全国の街には必ず JC があり 、 SDGs は社会課題を 見える 化し た共通目標

であるので、 地域で連携し て推進し ていく 方針である。（ 金沢 JC）

ステッ プ⑤： 地域のステーク ホルダーと の推進体制を 整備

■ボト ルネッ ク

　 SDGs 未来都市においても 整備し ている 自治体は少なく 、 難易度の高いステッ プと いえ、 ボト ルネッ

ク が存在する 。

■効果的な取組に向けたポイ ント

　 地域の大学・ 企業・ 団体等と の連携体制を 構築し ている ケースが多く 、 中には協定を 結び、 よ り 緊密

なパート ナーシッ プにより 推進し ている事例も ある 。 地域のステーク ホルダーと 連携する こ と で、 自治

体にはない視点を 持つ人材や企業も パート ナーと なり 得る 。 そのためには、 自治体と 共同し て社会課題

に取り 組みたい企業が参加し やすい制度や窓口を つく ると と も に、 住民が主体的に SDGs に取り 組む事

業を 行う こ と が重要である 。

参考と なる手法

＜地域の大学・ 企業・ 団体等と の連携体制の構築・ 協定の締結＞

　 ・ 金沢市と 金沢 JC、国連大学の３ 者で SDGs 推進に向けた共同研究に関する 協定を 締結し た。（ 金

沢市）

　 ・ 地域包括支援セン タ ーや、 専門機関、 企業、 NPO を パート ナーと し 、 市民と 一緒に課題を 学

ぶ場と し て「 日野リ ビ ン グラ ボ」 を 開始し 、 地域の困り ごと を 解決する ためのアイ デアを 実

証実験と し て実施し ている 。（ 日野市）

　 ・ ワーク ショ ッ プ形式も 含めて「 2030 年を と も に考え、 と も に創る 」 市民対話を 2018 年に４ 回

開催し て、 鎌倉のあり たい姿や、 取り 組むべき 内容についてプロ ジェ ク ト アイ デアを 主体的

に検討し ても ら っ た。（ 鎌倉市）

　 ・ SDGs 未来都市の石川県珠洲市は、 産官学金のプラ ッ ト フ ォ ームである 能登 SDGs ラ ボを 設置

し ている 。（ 講演会）

　 ・ 島し ょ 地域は研究者にと っ て貴重な研究フ ィ ールド である ため、研究者と のつながり を 活用し 、

大学や教育機関、 研究者と 連携する こ と が取組の推進力になる と 考えら れる（ 長崎大学）

　 ・ 多様なステーク ホルダーによ るネッ ト ワーク 組織、 協議会を 設立・ 運営（ アン ケート ）

　 ・ SDGs 金融の推進について地方銀行と 意見交換を 実施し た。（ アン ケート ）
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＜地域の小中高校と の連携＞

　 ・ 都立日野台高校と の連携によ り 、 探求学習に地域を フ ィ ールド と し た SDGs のアク ティ ブラ ー

ニン グを 取り 入れたり 、 高校生と 大人の有志によ る「 ひのミ ラ 」（ 持続可能な日野の未来を 創

る 高校生チーム） の活動を 行っ たり し ている。 小学校教育における SDGs の導入にも NPO と

連携し て取り 組んでいる 。（ 日野市）

　 ・ 高校と の連携によ る 、 高校生によ る 企業訪問の実施。（ アン ケート ）

　 ・ 市民向けの広報啓発の取組と し て、 学校にも 協力し ても ら いながら 、 市内の小中学生を 40 名

公募し て参加し ても ら う SDGs 推進会を 立ち上げた。（ 鎌倉市）

＜登録・ 認証制度の設置・ 運営＞

　 ・ 企業や団体、個人など誰でも 参加でき る パート ナーズ制度「 IM A GINE K A NA ZA W A 2030 パー

ト ナーズ」 を 2020 年度から 立ち 上げ、 多数の企業・ 団体・ 個人から 応募が来ている 。（ 金沢市）

＜アド バイ ザリ ー制度による 連携の促進＞

　 ・ 首長のアド バイ ザリ ー制度を 作り 、 企業から の情報がき ち んと 届く よ う にする こ と も 連携を

進める一つの手段。 釜石市は、11 人のアド バイ ザーがおり 、オン ラ イ ン会議が進展し たこ と で、

連携が活性化し ており 、また首長や職員自ら が企業スポンサーを 探し ている 自治体も ある。（ 講

演会）

＜統一的な官民連携窓口の設置＞

　 ・ 釜石市はオープン シティ 推進室を 企業連携の統一的な窓口と し ている 。 室長は東京の外資系

コ ン サルタ ン ト 出身であり 、 東京のビ ジネスマン と 話す共通の言語と 価値観がある 。 室長は

有期職員であり 、 任期付き の職員を 戦略的に上手く 活用するのも 良いだろ う 。（ 講演会）

　 ・ 横浜市はヨ コ ハマ SDGs デザイ ン セン タ ーを 設置し 、 市内中小企業の相談窓口を 設け、 官民

連携で SDGs に取り 組む事業を 創出し ている。（ 講演会）

　 ・ 鎌倉市は横浜市にある 「 共創フ ロ ン ト 」 を 参考に、 市が民間にテ ーマを 示し 、 そのテーマに

一緒に取り 組める 相手を 募集する 仕組みを つく ろ う と 準備し ている 。（ 講演会）

　 ・「 SDGs 推進窓口」 の設置。（ アン ケート ）

　 ・ SDGs パート ナーと 各課と のマッ チン グの実施。（ アンケート ）

＜行政職員と 地域のステーク ホルダーのチームによ る 取組の推進＞

　 ・ 市が中心と なり 、 SDGs の視点での地域課題解決に挑戦する モデル事業を 実施。（ アン ケート ）

　 ・ 若手中堅職員と 民間有志から なる ワーキン グチームの立ち 上げ。（ アン ケート ）
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 ３ 　 目標・ 指標 

ステッ プ①： 宣言・ ビ ジョ ン を 設定、 ステッ プ②： 1 7 ゴールと の対応関係の整理

■ボト ルネッ ク

　「 ステッ プ①： 宣言・ ビジョ ンを 設定」 については、 SDGs 未来都市の多く が達成し ている のに対し て、

多摩・ 島し ょ 地域はほと んど達成し ておら ず、 大き な差がある。

　 一方、「 ステッ プ②： 17 ゴールと の対応関係の整理」 については、 多摩・ 島し ょ 地域の達成割合は逆

にステッ プ①を 上回っ ている 。 こ れは、 SDGs 未来都市は、 内閣府への申請に当たっ て全体計画におい

て将来ビジョ ン を 設定する こ と になっ ている こ と から 、基本的にはステッ プ①を 達成し ている のに対し 、

多摩・ 島し ょ 地域の場合は独立し た SDGs の計画を 立てずに、 総合計画等に位置付ける こ と から 着手す

るケースが多いこ と による と 考えら れる。 結果と し て、 総合計画において対応する 施策を 整理する こ と

にと どまっ ている可能性がある。

■効果的な取組に向けたポイ ント

　 総合計画に位置付けると し ても 、SDGs の観点から 見たビジョ ンを 設定する こ と が望まし いと いえる 。

SDGs を 振り かざ し すぎず、 こ れまでの地域での積み重ねを 大事にし て、 SDGs と すり 合わせていく こ

と も 重要と なる 。 また、 マルチステーク ホルダーの観点から 、 行政内だけで宣言・ ビジョ ン を 検討する

のではなく 、 行政・ JC・ 大学の 3 者共同で宣言を 行っ ている 事例も ある 。 また、 地域の実情に合わせ、

18 番目の新たな独自のゴール設定する こ と も 考えら れる。

参考と なる手法

＜総合計画に位置付ける ＞

　 ・ 最上位計画である 総合計画に位置付ける と 、 SDGs のゴールに向けて基礎自治体と し て果たす

べき 役割を 明確化・ 共有でき る。（ 講演会）

　 ・ 前例にと ら われない解決策は目標を 高く 置く こ と で発想し やすく なる 。 そも そも SDGs では

目標が非常に高く 設定さ れており 、高い目標は従来のやり 方で達成でき ないため、新し い取組、

解決方法が生まれる 。（ 講演会）

ステップ
①

ステップ
②

ステップ
③

ステップ
④

ステップ
⑤

３目標・
指標

①宣言・ビ
ジョンを設定

②17ゴールと
の対応関係の

整理 ③169ターゲッ
ト・232指標と
の対応関係の

整理 ④内閣府の
ローカル指標
リストを活用

⑤独自のロー
カル指標の設

定

Ｓ
ボトルネック

ボトルネック

ボトルネック

多摩・島しょ地域におけるボトルネック
（初期に訪れるボトルネック）

SDGs未来都市におけるボトルネック
（次に訪れるボトルネック）
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　 ・ SDGs を 振り かざさ ないこ と である 。 地域が積み上げてき た言葉を 大事にし ながら 、 使える と

こ ろ を 上手く 活用し てほし い。（ 講演会）

　 ・ 大学や民間、個人と 島の関わり がそれぞれにある が、いずれにも SDGs の要素は必ずある ので、

17 のゴールや 169 のタ ーゲッ ト のどこ にあてはま る のか整理を し 、 地域の位置付けを 確認す

る 。（ 長崎大学）

　 ・ 17 のゴ ール、 169 のタ ーゲッ ト 全てに取り 組むこ と は、 特に人手の制約が厳し い島し ょ 地域

では難し い。 まずはでき る こ と から 始める べき である。（ 長崎大学）

＜地域のステーク ホルダーと の共同宣言＞

　 ・ 金沢市と 金沢 JC、 国連大学の３ 者で SDGs 推進に向けた共同研究に関する 協定を 締結し 、「 金

沢 SDGs 共同宣言」、「 金沢 SDGs ５ つの方向性」 を 発表し た。（ 金沢市）

＜独自のゴールの設定＞

　 ・ SDGs の 17 のゴ ールは、 特に安全な水や飢餓など、 市内で課題がないわけではないが、 市民

があま り 身近に感じ ら れないも のも ある ため、 市の地域性に即し て 5 つの方向性に置き 直し

てわかり やすく 表現し ている 。（ 金沢市）

　 ・ ラ オスと カ ン ボジアは地雷を なく すと いう 独自のゴ ールと し て設定し ている 。 持続可能であ

る ために何が必要かを 考える のが SDGs である 。（ 講演会）

ステッ プ③： 1 6 9 タ ーゲッ ト ・ 2 3 2 指標と の対応関係の整理

■ボト ルネッ ク

　 SDGs 未来都市においても 達成し ている 自治体が少なく 、 ボト ルネッ ク が存在する 。

■効果的な取組に向けたポイ ント

　 SDGs の 17 ゴールに対し て、 タ ーゲッ ト は 169、 指標は 232 と 大幅に数が増える ため高いハード ルと

受け止めら れている と 考えら れる が、 日本の自治体や、 基礎自治体にはそぐ わないも のも あり 、 実際に

はおおよ そ 3 分の 2 の 100 程度のタ ーゲッ ト について検討し たと いう ケースがある 。 いずれにし ても 、

施策単位で SDGs と の関係性を 検討・ 整理する 場合には、 タ ーゲッ ト レ ベルでの整理・ 点検・ 共有する

こ と が必要になると いえる 。 また、 それら の関係性を ロジッ ク モデルで整理し て論理的に示すこ と が望

まれる 。

　 有識者会議を 開催し たり 、 内閣府の官民連携プラ ッ ト フ ォ ームに参加し たり する など、 外部の知見を

活用し てタ ーゲッ ト レ ベルでの整理するこ と も 考えら れる 。

参考と なる手法

＜ 169 のタ ーゲッ ト レ ベルで施策目標と の関係性を 整理＞

　 ・ SDGs の 169 のタ ーゲッ ト は、 日本の地方自治行政に当て はま ら な いも のが多かっ たので、

169 のタ ーゲッ ト の問題解決に寄与する 取組を 検討し 、 そこ に必要な成果指標を 抽出・ 精査し

た。 最終的には、 すべてのタ ーゲッ ト に対応する 施策を 設定する こ と はせず、 特に重要なお

およ そ３ 分の２ の 100 程度のタ ーゲッ ト について検討し ていっ た。（ 鎌倉市）

　 ・ EBPM に基づいて、 政策、 施策、 事業の関係性の論理的な因果関係を 整理し た上で、 各課か
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ら 成果指標にアウト カ ム志向の SDGs のタ ーゲッ ト を 結び付け、 ロ ジッ ク モデルを 整理する

こ と を 検討し た。（ 鎌倉市）

　 ・ 整理・ 点検・ 共有と いう 3 つの機能で SDGs を どう 使う か考えても ら いたい。（ 講演会）

　 ・ 総合計画の策定過程において、 全庁的に施策と SDGs のゴール・ タ ーゲッ ト の関係を 整理。（ ア

ン ケート ）

　 ・ 有識者会議を 開催し た。（ アン ケート ）

ステッ プ④： 内閣府のロ ーカ ル指標リ スト を 活用

■ボト ルネッ ク

　 SDGs 未来都市においてにほと んど参照・ 活用し ている 団体がない状況である。 そも そも リ スト の存

在を 知ら ない担当者も 多いと 思われる 。

■効果的な取組に向けたポイ ント

　 最終的には、 地域性を 反映し た独自のロ ーカ ル指標を 設定する こ と が望まれているが、 いき なり 独自

の指標を 検討するこ と は難し いため、 まずは内閣府が整理し た共通指標を 活用し 、 その当てはまり 具合

を 見ながら 取捨選択・ 追加検討を 行っ ていく のが効率的と 考えら れる 。

　 なお、 内閣府のロ ーカ ル指標リ スト を も と に、 法政大学の川久保俊准教授の研究室において、 全国の

すべての自治体について、 SDGs に関する 約 200 の指標における データ を データ ベース化し た「 ロ ーカ

ル SDGs プラ ッ ト フ ォ ーム」 が W eb で公開さ れている 。 自治体ごと に、 すべての指標のデータ を 検索・

参照する こ と ができ 、 相対スコ ア化さ れた数値で自治体間での比較ができ る よ う になっ ている。 17 の

ゴールごと に集約し た結果を レ ーダーチャ ート で示すこ と も でき 、 自地域の特徴や強み・ 弱みを 分析す

るこ と も でき る 。

参考と なる手法

＜「 地方創生 SDGs ロ ーカ ル指標リ スト 」 の活用＞

　 ・ 内閣府の「 自治体 SDGs の推進のためのロ ーカ ル指標検討ワーキン ググループ 」 において、

全国の自治体の取組を オープ ン データ によ る 共通の尺度で評価でき る 「 共通指標」 の事例と

し てまと めら れた「 地方創生 SDGs ロ ーカ ル指標リ スト 」（ 2019 年 8 月版） が内閣府のホーム

ページによ り 公開さ れている 。

　 　 https://w w w .kantei.go.jp/jp/sing i/tiik i/kankyo/kaig i/sonota/sdgs_ shihyou_ r isuto_ 1.pdf

　 ・ SDGs の 17 のゴ ール、 169 のタ ーゲッ ト 及び約 230 のグロ ーバル指標の和訳と 原文を 示し た

上で、 ロ ーカ ル指標案と データ 入手可能性・ データ ソ ースが記載さ れている。

　 ・ こ れら を 参照・ 活用する と と も に（ すべてを 設定する 必要はない）、 地域固有の目標の達成度

を 測る「 独自指標」 を 加えて地域に応じ たローカ ル指標を 設定する こ と が望まれる 。

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kankyo/kaigi/sonota/sdgs_shihyou_risuto_1.pdf
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＜「 ロ ーカ ル SDGs プラ ッ ト フ ォ ーム」 の活用＞

　 ・ 法政大学デザイ ン 工学部建築学科の川久保俊准教授の研究室が、 SDGs の達成に向けて取り 組

みを 進める 全国の自治体関係者支援を 目的と し て開発・ 運用し ている 公開のプ ラ ッ ト フ ォ ー

ム。

　 ・ 全国のすべての自治体について、 SDGs に関する 約 200 の指標における データ がデータ ベース

化さ れており 、 検索・ 参照する こ と ができ る 。 すべてのデータ は相対スコ ア化さ れて自治体

間での比較ができ る よ う になっ ており 、 17 のゴ ールごと に集約し た結果を レ ーダーチャ ート

で示すこ と も でき る 。

　 ・ こ のプラ ッ ト フ ォ ームを 活用する こ と で 、 SDGs に関する 共通指標に関する データ が容易に入

手でき る と と も に、 レ ーダーチャ ート を 参照するこ と で 17 ゴールのう ち 、 どこ に強みがあり 、

どこ に弱みがある のか、 SDGs の観点で見た自地域の現状把握・ 課題分析を 行う こ と ができ る。

　 ・ 各種の計画や戦略等の情報も 登録さ れているほか、 SDGs に関する先進事例や成功事例も 登録

さ れている ため、 さ まざまな分析や調査・ 研究に活用する こ と ができ る 。

ローカル指標
リストを活用ボトルネック

多摩・島しょ地域におけるボトルネック
（初期に訪れるボトルネック）

SDGs未来都市におけるボトルネック
（次に訪れるボトルネック）
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ステッ プ⑤： 独自のロ ーカ ル指標の設定

　 SDGs 未来都市では達成割合は低いも のの、 ステッ プ③やステッ プ④よ り も 達成割合が高く なっ てい

る。 こ れは、タ ーゲッ ト レ ベル・ 指標レ ベルで施策と の対応関係を 検討し 、内閣府の地方創生 SDGs ロー

カ ル指標リ スト も 参照し た上で独自のローカ ル指標（ 自治体に即し た指標にローカ ラ イ ズし た指標のこ

と ） を 設定し ている レ アケースのほかに、17 のゴールレ ベルでの検討によ り 独自指標を 設定し ている か、

ゴール・ タ ーゲッ ト ・ 指標と は関係なく 計画全体の独自指標と し て設定し ている ケースが混在し ている

と 考えら れる 。

■効果的な取組に向けたポイ ント

　 グロ ーバルな共通指標を 参照し 、 それが当てはまら ない場合に、 自地域に即し た独自のロ ーカ ル指標

を 検討・ 設定する動き なども 見ら れている 。 その際、 内閣府の SDGs ロ ーカ ル指標リ スト を 活用するこ

と が効果的である。

資料） 法政大学川久保研究室「 ローカ ル SDGs プラ ッ ト フ ォ ーム」
　 　 　（ https://local-sdgs.jp/?lang= ja、 2020 年 11 月 12 日最終閲覧）

https://local-sdgs.jp/?lang=ja
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参考と なる手法

＜独自のローカ ル指標でのグロ ーバル指標の補完＞

　 ・ グロ ーバル指標で日本の実情を 反映でき ていないも のを ロ ーカ ル指標で補完し ている 。 ロ ー

カ ル指標で補完し き れない場合に、 自自治体に即し たも の指標を 自分たち で決めていく と い

う 取組は必要であり 、 石川県珠洲市など徐々に独自の指標を 設定する 動き がみら れる 。（ 講演

会）

　 ・ 内閣府の地方創生 SDGs 官民連携プ ラ ッ ト フ ォ ームに参画し 、 法政大学の川久保准教授や

ESRI ジャ パン株式会社と 連携し て検討を 進めている。（ 日野市）

　 ・ 国連・ 内閣府等のグロ ーバルな指標と 、 個別計画等の原課の関連データ を 組み合わせて SDGs

のロ ーカ ル指標を 可視化し 、 地図ベース で の自治体で の活用が広がっ て いく 可能性がある。

（ ESRI ジャ パン ）

※ SDGs の 169 のタ ーゲッ ト を 踏まえたロ ーカ ル指標の設定方法（ 例）

①　 施策の目標の内容と 関連する SDGs のゴールを リ スト アッ プする 。

②　 さ ら にその SDGs のゴ ールのタ ーゲッ ト を 参照し て、 関連のある タ ーゲッ ト を リ スト アッ プ

する 。

③　 関連のある SDGs のゴ ールごと に、 リ ス ト アッ プ し たタ ーゲッ ト の内容を 踏ま えて、 施策を

構成する 取組のう ち 、 どの取組がどのよ う にゴールの目標達成に寄与する のかを 、 文章で表

現する。

④　 その取組の成果（ SDGs のゴールの目標と 、 当該自治体における 施策の目標と の双方を でき る

だけ満たす成果） を 表すアウト カ ム指標を 検討する。 ま ず SDGs の 232 の指標を 参照し 、 適

当な指標がない場合には、 指定統計や独自の統計の中から 適切な指標を 独自のロ ーカ ル指標

と し て設定する。


